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■ 特集 -2　半導体ガンマカメラは虚血性心疾患の診療を変えるか

Discovery NM530c の使用経験　
核医学専門医の立場から
Do semiconductor gamma-cameras change the medical care for patients with coronary heart 
disease?
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心 臓 専 用 の GE 社 製 リ ン グ 型 SPECT 装 置

“Discovery NM530c”は、半円周状に 19 個の CZT

半導体検出器を配置して、心臓にフォーカスしたピン

ホールコリメータを装備することにより、従来のア

ンガー型ガンマカメラに比較して（1）高感度、（2）

高空間分解能、（3）高エネルギー分解能を特長とす

るまったく新しいコンセプトで設計された装置であ

る。実際、99mTc のラインソースを用いた基礎的検討

では、中心部での FWHM は 6.6mm とアンガー型二

検出器 SPECT 装置（Infinia）の 1/2 以下で、PET に

迫る分解能を有していた。通常の RI 投与量であれば、

5 分間の収集で、診断可能な 99mTc 心筋血流イメージ

が得られ、QGS 解析も可能となる［1］。RI の投与量の

検討では、負荷時、3MBq/kg まで投与量を減じるこ

とが可能であり、この場合の負荷、安静時トータルの

SPECT 検査に伴う実効線量は 6.7mSv まで減少する

（図 1）。また、高いエネルギー分解能は、99mTc と 123I

の Dual SPECT を可能とする。

実 臨 床 に お い て、 従 来 の ア ン ガ ー 型 二 検 出 器

SPECT 装置（360 度収集）と直接比較すると、D530c

ではやや心筋内 RI 分布が異なる点がある。薬剤負

荷 99mTc 心筋 SPECT の自施設での normal perfusion 

map（極座標表示）を男女別に作成した。日本核

医学会の working group による従来型装置での心

筋 normal perfusion map と比較すると、男女ともに

D530c では前壁の集積がより高く、下壁の集積はより

低い傾向がみられた。このため RCA 領域、LCX 領域

の defect score は従来型装置にくらべて大きい傾向が

あった。この問題は、ルチンの仰臥位撮影（5 分程度）

に加えて腹臥位撮影を追加することで、解決可能であ

る（図 2）。虚血性心疾患での連続 276 例で ROC 解析

にて検討したところ、CAG の有意狭窄病変の診断能

は、ルチンの仰臥位撮影のみよりも腹臥位撮影像を加

えて診断したほうが優れていた（図 3、4）［2］。

最後に、ダイナミックリストモード収集による

myocardial flow reserve（心筋血流予備能）解析を
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試みた。1 秒間隔のダイナミックデータを解析するこ

とで、連続的に右心系、左心系、左室心筋の時系列

での 3-D image の観察が可能であった。Patlak Plot

と、2 Compartment Kinetic Model との比較では、2 

Compartment Model のほうがより安定した心筋血流

予備能を得られた。吸収補正を施行していないので

PET のように心筋血流絶対値（mL/min/g）を正確

に推定することはむずかしいが、K 値の比をとること

により、これまで心筋血流 SPECT で問題とされてき

た balanced ischemia の診断に有効な指標が得られる

ことが期待される。
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